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い、これはデマだ」と気付けるはず
です。こうした知識の運用力こそ
が“教養”だといえるでしょう。

感染症の拡大を
世界史的な観点で捉える
未知の感染症が拡大した時、か
つて感染症によって世界がどう変
わってきたか、世界史的な観点で
見ることが重要です。
例えば14世紀、ヨーロッパでペ
ストが広がり、人口の約3分の1が
亡くなりました。人手不足が深刻
になったことで、「農奴」と呼ばれ
搾取されていた農民の待遇改善が
進み、封建社会から資本主義社会
へと転換するきっかけとなりまし
た。また、ペストの被害が当時、絶
対的な力を持っていたカトリック
教会にも及んだことで、その権威
が揺らぎ、宗教革命やルネサンス
につながりました。
奈良時代の日本でも天然痘が流
行し、労働意欲を高めるためのイ
ンセンティブとして、農民が耕し
た土地の私有を認める「墾田永年

感染症にまつわるデマに
惑わされないために
2020年は新型コロナウイルスに

翻弄された一年でしたが、コロナ
に限らず、未知の感染症が広がっ
た際には、社会にデマが飛び交い
がちです。アメリカやイギリスで
は「5Gの電波によってコロナ感染
が拡大する」とのデマが広がり、
5Gの中継所が焼き討ちを受けま
した。信じられないような話です
が、日本でも明治中期にコレラが
流行した際、ちょうど全国に広が
りつつあった電話線を通じて感染
するとのデマが広がりました。決
して他人ごとではないのです。
この種のデマに惑わされないた

めには、ただ知識を得るだけでな
く、それらを有機的につなげる、い
わば“知識の運用力”が問われます。
例えば、「コロナの感染を防ぐには
36度のお湯を飲むと良い」との噂
がありましたが、「ウイルスは熱に
弱い」という知識に、「人間の平熱
は36度4～5分程度」という知識を
かけ合わせれば、「そんなはずはな

私財法」が生まれました。その結
果、私有化した農地を奪われない
ようガードマンを雇うようになり、
武士の誕生につながっていきます。
20世紀初頭には、アメリカで始
まったスペイン風邪の流行が、第
一次世界大戦への参戦によって
ヨーロッパ全土に拡大。敵味方を
問わず感染が広がり、戦闘継続が
困難になったことが戦争終結につ
ながりました。さらに戦後、調停
役となっていたアメリカのウィル
ソン大統領も感染したため、フラ
ンスがドイツに多額の賠償を要
求。その負担で疲弊したドイツで
ヒトラーが台頭し、第二次世界大
戦へとつながります。つまり、ス
ペイン風邪は第一次世界大戦を終
わらせると共に、第二次世界大戦
の遠因にもなったのです。

Withコロナ時代の
社会とは

過去にも何度となく感染症に
よって世界の歴史が動いたよう
に、現在、コロナによって社会が

Withコロナで社会がどう変わり、
DXがどう関わるのか？
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講演録大きく変わりつつあります。これ
からの社会について、「ポストコ
ロナ」「アフターコロナ」という言
い方もありますが、最近は「With
コロナ」という言い方が定着して
きました。これはコロナウイルス
と共存せざるを得ないという現実
を表しています。
コロナと共存するためには、治

療薬やワクチンの開発が不可欠で
すが、かつては開発に10年ほども
かかっていたものが、わずか半年
で完成に近づきつつあります。ま
た、ICTの普及によって、こうし
たリモートの講演会や、リモート
ワークを活用して、コロナと共存
しながら社会を動かすことができ
ています。その意味では、近年の
デジタル社会の進展によって、コ
ロナへの対応が何とか間に合った
といえるでしょう。
その一方で、コロナによって、

日本社会におけるICT化の遅れ
が浮き彫りにされました。例えば、
緊急事態宣言が出たあとも、在宅
勤務だけでは不十分で、わざわざ
ハンコをもらうために電車で出勤
しなければならない人が大勢いま
した。また、医療現場ではコロナ
感染を確認するために、紙の書類
を作成して保健所にFAXするこ
とが義務付けられていて、現場の
医師が悲鳴を上げて、ようやくオ
ンラインでの報告でOKとなりま
した。
これらは海外で皮肉交じりに報

道されたように、非常に残念であ
り、恥ずかしいことです。私たち
は、「日本はICTで世界のトップレ
ベルをいっている」と思い込んで
いましたが、実際はまだまだ遅れ
ていることを自覚すべきでしょう。

Withコロナ社会で
問われるDXの進展
それでも、ある程度はデジタル

化が進んでいたことで、私もいく
つかの大学でリモート授業とい
う形で講義を続けることができま
した。実際にやってみると、大教
室での講義と比べて、学生一人ひ
とりの反応を見ながら講義がで
きたり、学生がチャット機能を活
用して気軽に質問できるように
なったりと、より双方向な授業が
できるメリットに気付きました。
また、リモート講義を録画して
ネットに上げる学生が出たり、学
生の隣で親御さんが一緒に講義を
聞いたりするなど、講義がオープ
ンになったことで、教育内容のレ
ベルアップが進む可能性も出てき
ました。
こうした変化は教育現場だけで
はありません。テレビなどのメ
ディア、さらには行政なども含め、
幅広い分野でデジタル技術を駆使
した業務革新、すなわちデジタル
トランスフォーメーション（DX）
が進んでいます。
コロナ、そしてDXによって大
きく変わろうとする社会の重要な
キーワードが「アンコンタクト」
すなわち「非接触」です。ビジネス
の場でも、「密」にならないよう非
接触での仕事がどんどん増えてい
くでしょう。在宅勤務が広がるに
連れて、多くの人が「毎日、出社す
る必要はないんだ」と気付き始め
ています。一方で、「出勤すること
だけが仕事」というような人は居
場所がなくなってしまうわけで、
評価基準も含めて、組織のあり方
も大きく変わっていくはずです。
こうした社会が広がる中で、気
がかりなのが「ソーシャルディス
タンス」という言葉です。この表
現だと、社会的に隔離されるよう
なイメージがありますが、私たち
は社会的な存在であり、決して一
人で生きていくことはできませ
ん。社会的なつながりは保ちつつ、
物理的な距離、つまり「フィジカ

ルディスタンス」を空けることを
重視すべきでしょう。
Withコロナの社会では、物理的
には離れていても、人間的なつな
がりを必ず維持できるような技術
が、これまで以上に求められます。
そのための働き方はどうあるべき
か、そのための技術をどう開発し
ていくか、さらには、その技術を
どう運用すべきかが問われます。
そうした問いに答えることが、
DXの役割だといえるでしょう。

Withコロナ社会における
創造的休暇

Withコロナの社会で、私たちの
生き方、働き方が大きく変わって
きますが、これは悪いことばかり
ではありません。過去にも様々な
感染症によって世界が変化してき
ましたが、実は多くの新しい発見
も生まれています。
例えばイギリスでは、ペスト感
染が拡大するたびに、多くの人が
集まる劇場が閉鎖されました。『ロ
ミオとジュリエット』で知られる
シェイクスピアも仕事を失いまし
たが、その合間を活かして多くの
新作を生み出しています。物理学
者のニュートンも、大学がペスト
で休校になったために帰郷した際
に、故郷の庭でリンゴの実が落ち
るのを見て「万有引力の法則」を
発見したといわれています。
このように、本来の仕事ができ
なくなってしまった際に、新たに
生まれた時間を使って、新たなも
のを生み出すことを、「創造的休
暇」と呼んでいます。「2020年のコ
ロナ感染拡大を、人類はDX化に
よって乗り越え、社会を変えるよ
うな新しい価値を生み出した」と
未来の歴史書に書かれるために、
私たちは何をすべきか、これから
の課題として考えていこうではあ
りませんか。

Withコロナで社会がどう変わり
DXがどう関わるのか？
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